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消
防
の
今
昔

ノ、
知
の
え
に
口
、

・7
Y

一悦・
7
－」と

な
44
・ぇ
ワ
レ
て
か
ら
：
：
：
と
い
わ
れ
る
一約

二
、
レ
、
E
ヲ
ー
コ
℃
ー
と
1
z
i
に
い
主
主

，h

ー
ツ
J
J

、4
1ム
d
」
a
A

ふ
d
ノ
’
京
比
p
h

’h
r

一J
心
み
‘

u
g

も
の
で
あ
る
と
叶
持
に
、
ま
仁
わ
れ
わ
れ

の
色
川
に
お
そ
る
べ
守
山
湾
を
ト
J

え
る
》

けト
ホ
仰
訴
に
、

火
の
i

仰
の
心
．か
す
さ
ん

い仁川、

mhっ
火
事
と
た
っ
た
場
合
は
、

点
、
川
正
、
ひ
δ
F
」、・
1Jν
－も
っ
て
こ
れ

な
納
め
よ
・
f

・教
え
た
守
か
ら
、
制
一
刊
の
一人
r

川
に
’
一
じ
る
ま
で
、
消
火
と

L
9
ニ
と
に
、

あ
ら
ゆ
る
仁
火
を
こ
f

り
し
て
ざ
た

c
r、都’

は

一ik
刊
の
必

と
う
た
わ
れ
た
汗
も
、

今
日
、
な
お
火
剤
は

一
円
凶
ト
ポ
の
化
f

一
と
し

f
＼

17
－K
内一

1
5
J
7
‘
ー
ド
〉
1
HR守

，
干
』
J
n
v
J剖
岬

苦

d
f
L
1．冷
U
U
’A
F
r

の
市
闘
で
あ
る
υ

元
利
七
午
（

プ
パ
一一一

年
J

、
’J
人
出
役

が
設
置
さ
れ
亡
ニ
と
が
、

μ十
本
の
消
防
史

の
は
じ
ま
り
で
、

一
λ
’凡

C
作
、
二
’刊
の

火
消
役
（
山
火
消
〕
が
最
初
の
消
防
制
と

し
て
徳
川
州
代
に
守
一
場
し
て
米
る
＝
川凶ー

の
大
火
と
し
て
ん
r
ハ
に
．詰
り
っ
た
え
ら
れ

て
い
る
明
慎
一・
一
午
ご
六
五
七
午
）
の
大
火

に
こ
の
消
防
組
が
活
躍
し
た
。
岳
山
州
小
、予

と
い
わ
れ
た
明
暦
の
火
火
に
は
、
そ
の
延

悦
距
矧
八
十
八
キ
ロ
（
二
十
二

R
J
、
死

名
一
一
一
万
二
千
人
－V
－
川
し
た
大
惨
事
と
な
っ

た
心
ま
こ
と
に
、
・
火
奈
の
お
そ
ろ
し
さ
を

後
川
に
諸
り
伝
え
て
い
る
。

大
附
J

肘一
一出

γ
江
戸
南
町
本
行
が
、
？
m
R

e

一一
午
、
町
火
消
を
剥
織
さ
せ
た
、

一
め
川

の
け
ん
か

一
で
作
名
な
い
わ
ゆ
ゐ
rm’K
吋刑

が
江
ハ
で
活
躍
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

か
町
火
消
と
し
て
内
治
消
防
組
織
の
め
ま

り
で
あ
る
ン

明
治
時
代
に
人
っ
て
、
た
お
町
火
消
か

自
治
消
防
組
織
と
し

て
川
山
に
川
躍
し

た
υ

川
仙
川
引
で
口
、

M
M
閣
不
貞
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
明
治
時
代
、
町・の
京
汁
家
、

松
則
、
車
mM、
小
沢
、
阿
部
、
伊
川
の
門
家

々
で
は
出
入
り
の
こ
用
人
、
小
作
人
勺
を

的
防
相
員
と
し
て
糾
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ

ン
プ
（
腕
力
〉
を
買
い
入
れ
て
、
ニ
れ
を

使
っ
て
消
火
に
あ
た
ら
せ
た
も
の
た
ω

こ

の
頃、

日
本
の
長
付
に
先
が
け
て
、
ゆ
川
内
仏

教
団
一、
山
間
家
の
一宅
池
必－

m
J
7附
れ
し
た
↓〈

家
陀
の
舟
川
新
に
腕
力
ポ
ン
プ
が
鱗
入
設

置
さ
れ
た
。
当
時
の
挺
実
尚
叶
得
者
で
あ
っ

た
山
崎
市
次
郎
翁
〔
九
十
五
J
4

）
の
訴
か

ら
す
れ
ば
、
公
沢
市
で
こ
の
ポ
ン
プ
か
一
購

入
し
て
き
た
も
の
だ
か
、
会
参
一
円
ベ
お
山

也
で
あ
っ
た
と
の
F
7ζ
。

カ
ッ
ト
川
口
γ
育ハの
詑
叶
一ぷ
は
、
明
治
初
期

の
木
製
の
消
防
器
具
で
あ
る
が
、
民
水
利

（今
日
の
朝
日
町
険
水
）
に
の
こ
さ
れ
て

い
に
も
の
で
、
消
防
器
具
の
歴
史
を
物
語

る
山
中
〈
に
貴
乏
な
も
の
で
あ
る
G

こ
れ
も
や

は
り
腕
力
ポ
ン
プ
の

一
一撞
で
あ
る
が
、
手

桶
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
か
ら
み
れ
ば
、
恐

ら
く
威
力
を
発
揮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

川
い
八
ノ
。

ヴ
／
4

し
と
川
11
h叶
三
人ょ
っ
と
、
円
j
d

ed

h

u

J

’’
1

ι
r
J

’ιv
d
J
’
・
－

J

’AH
L防

ut刊
η
凶
す
が
」
で
、
行
列
目
以
主
跨
－
y
kり
じ
弓・

J
R
i
t
（
，J
A
I
－

t
ド

i
t－
－

L

t
1

怖
ド
こ
入
つ
三
．
タげ

f
ヤ．
ー
と
向
トり川叶て｝
Y

↑
f
－
J
u

－－ノ

J
j

i
i

F
止
ι
よ
削
出

F
t
・－vaLυ
る
司
J
J

’訓
練
さ
れ
、
相
川
、
小
刊
な
ど
幹
部
れ
も

と
に
消
防
陣
が
怖
化
さ
れ
て
い
η
k
d
叫

に
は
紘
一気
ポ
ン
プ
と
レ
う
機
峨
ポ

シ
プ
か

山
間
認
さ
れ
、
副
院
を
た
い
て
ぷ～一丸
山
力
で

卜
人
事
の
北
を
い
放
ぶ
し
て
そ
の
敗
力
を
先
詳

し
と
。
つ
い
で
カ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
、
F

て
れ

に
い
仇
い
て
今
日
の
向
動
車
ポ
ン
プ
が
文
明

わ刊日一市
’Y
アし
て
す
一
品
し
て
き
ピ
ム

l
i
t
－

－

：
j

－
1
7
 

一
九
一一
一
九
介
、
九f
次
の
戦
争
中
に
消
防

利
か
後
初
附
と
は
制
さ
れ
、
終
戦
後
ム

yu

め
消
防
聞
と
し
て
、
消
火
、
山
…
災
の
栴
一

械
に
交
場
し
て
L
0
・
仁
の
で
あ
る
J

今
日
の
火
事
そ
の
も
の
が
多
種
v
y
川
町
な

ら
の
と
な
り
、
科
中
消
防
車
ま
で

2
場
し

て
主
た
が
、
火
事
は
先
手
で
消
防
陣
は
後

手
た
の
が
、
今
日
の
人
舶
の
も
つ
忠
一氏
で

ゐ
る
。

（

九
出
増
守
）

〈
機
組
一
勺
民
V

川
治
時
代
山
川
川
町
に
お
け
る
消
防
組

織
の

一
つ
松
山
側
（
松
田
正
夫
氏
所
有
）
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町
議
会
の
役
員
・
常
任
委
員
の

改

選

行

な

わ

れ

る

議

長

よ

島

栄

作

（．
4
六
才
）

朝
日
町
沼
保

一
、

一
九

副
院
長

扇

谷

隆

二

（
九
才
〉

刺

U
町
…
四
時
一
、
二
五
九

監
査
委
員

（謹
会
選
出
）

広

沢

三

郎

（
六
八
才
〉

朝
日
町
下
山
新
八
二
一

常
任
委
員
（
錦
…

総
務
委
員
会

。

岩

田

繁

紙

上

島

栄

作

広

沢

三

郎

文
教
厚
生
委
員
会

。
大
橋
米
大
郎

七

沢

収

作

上

沢

減

次

串
険
業
要
員
会

。
水

島

繁

松

金

井

憲

治

両

国

軍

次

郎

述
設
委
員
会

心

山

岡

政

次

大

村

一

男

南

茂

樹

次

委

員

長
J

副
委
員
長
、

。
小
桜
幸
太
郎

近

藤

栄

之

助

問

中
ヤ

＆

1

・
1

3

5

。
問渡松

m辺倉
耕秋勉

作 :!Jj云

。
水

野

正

統

長

崎

仙

松

米

凹

古

ニ

O
美

佐

光

平

扇

谷

隆

二

柏

木

文

次

就

任

の

あ

い

朝
日
町
議
会
議
長

こ
の
た
び
の
議
会
役
員
の
此
選
に
あ

た
り
、
議
長
に
就
任
し
、
そ
の
責
任
の

京
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

申
し
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
今
日
の

町
政
の
脳
間
屈
は
、
い
ず
れ
も
主
些
な

段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
際
、
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

第
七
回
議
会
定
例
会
最
終
日
（
十
四
日
）

に
、
昭
和
四
十
三
年
度
朝
日
町
一
般
会
計

巌
入
歳
出
決
算
か
ら
議
案
第
十
三
号
ま
で

の
各
特
別
会
計
歳
入
寂
出
決
算
、
及
び
議

案
第
十
四
号
昭
和
四
十
三
年
度
朝
日
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
対
し
、
各
常
任
委
員
長
よ
り
審
査

報
告
が
あ
っ
て
、
表
決
の
結
果
原
案
ど
お

り
可
決
、
ま
た
は
認
定
さ
れ
、
議
長
の
辞

職
許
可
の
件
、
議
長
選
挙
、
副
議
長
辞
職

許
可
、
間
選
挙
、
議
案
第
十
五
号
朝
日
町

監
査
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め

る
件
は
原
案
ど
お
り
同
意
決
定
。

次
に
常
任
委
員
任
期
満
了
に
よ
り
改
選

が
行
な
わ
れ
、
ひ
き
つ
．
っ
き
各
常
任
委
員

会
を
開
き
距
副
常
任
委
員
長
の
互
選
が
行

な
わ
れ
た
。

な
お
、
富
山
都
市
計
断
地
方
審
議
会
委

員
二
名
の
補
欠
選
第
が
行
な
わ
れ
、
次
の

二
氏
が
当
選
さ
れ
た
し

富
山
都
市
計
画
地
方
審
援
会
委
員

兵
佐
光
平
（
四
四
才
）

朝

u町
荒
川
五

O
八

源
治
（
五
九
才
）

制
H
町
桜
町
九
八
白

rh 

：民

（
議
会
字
務
局
）

さ
つ上

栄

作

島

は
、
時
運
に
お
く
れ
る
ニ
と
な
く
、
新

しし
r
観
点
に
立
っ
て
、
ふ
ん
戸
山
使
命
を

架
た
す
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
各
位
の
一

一駒
山
こ
文
振
を
お
願

Lmし
あ
げ
ま
す
υ

χ

ノハ

脳
の
血
管
の
病
気
に
よ
り
、
突
然
意

識
を
失
っ
て
倒
れ
る
病
気
に
は
、
そ
の

病
因
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

あ
わ
せ
て
脳
卒
中
と
い
う
。
血
管
が
破

裂
し
て
出
血
を
起
こ
す
場
合
を
脳
出

血
、
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
、
脳
の
一

部
に
栄
養
補
給
が
で
き
な
く
な
り
、
組

織
が
破
獲
さ
れ
、
や
わ
ら
か
く
な
る
病

気
を
脳
軟
化
と
い
う
。

脳
山
山
店
に
つ
い
て
は
、
血
管
般
裂
δ

ほ
と
ん
ど
の
原
因
は
高
血
正
で
あ
る
し

長）乏健康係店主

j脳出血：

平
来
高
血
ル
の
あ
る
人
か
急
に
お
こ
ツ

た
り
、
む
配
し
た
り
、
い
ら
い
ら
し
た

り
な
と
、
精
神
的
動
揺
が
起
こ
ッ
た
と

き
、
ま
た
過
労
に
な
っ
た
と
を
、
血
．比

も
同
時
に
向
く
な
る
の
が
同
按
の
動
機

と
な
り
や
す
い
。

日
川
ぶ
れ
の
あ
る
こ
と
が
多
く
、
山
崩

（
ニ
と
に
後
一
副
部
の
痛
み
〉
、
州
五
、

吐
き
け
、
め
ま
い
な
ど
急
に
起
こ
っ
た

と
き
に
は
距
窓
か
必
要
で
あ
る
し

突
然
eU織
な
失
っ
て
倒
れ
る
戸
｝
と
一か

多
く
、
下
山
河
の
脳
内
マ
ヒ
を
作
う
の
が

大
半
で
あ
る
。
意
識
は
、
軽
症
の
場
合

は
数
時
間
で
問
復
す
る
こ
と
も
あ
る
が

一
般
に
は
二
十
四
時
間
か
ら
三
日
間
前

後
ま
で
意
識
不
明
が
続
く
。

予
防
と
手
当
て

①
高
血
圧
が
原
因
だ
か
ら
、
そ
の
治
療

が
第

一
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
勝
手

に
薬
を
の
ん
だ
り
、
中
止
し
た
り
す

る
こ
と
は
最
も
悪
い
。

①
高
血
圧
の
人
は
、
夜
間
は
シ
ピ
ン
を

使
用
し
て
、
ポ
ウ
コ
ウ
に
尿
を
た
め

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と。

な
お
排
尿

刷
後
は
、
と
く
に
安
静
に
し
た
ほ
う

一、
、0

・刀

J

L

＠
h
d
に相
川、さ
に
あ
た
る
と
血
圧
が
前
く

な
る
か
ら
、
で
き
れ
ば
家
全
体
を
隈

か
く
す
る
こ
と
が
瑚
想
的
で
あ
る
。

①
発
作
が
起
ニ
っ
て
倒
れ
た
場
合
、
な

る
べ
〈
、
耐
を
や
や
高
め
に
、
楽
な

後
勢
に
し
て
静
か
に
寝
か
せ
、
し
め

つ
け
て
い
る
よ
う
は
衣
類
は
と
く
。

ん
1

身
の
絶
対
安
静
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
大
声
で
呼
ん
だ
り
せ
ず
、
室
内

は
な
る
べ
く
陥
く
し
て
お
い
た
方
が

よ
い
。

＠
で
き
る
だ
け
早
〈
医
師
の
往
診
を
求

め
、
治
療
を
受
け
た
方
が
よ
い
。

＠
医
師
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
マ
ヒ
が
固

ま
ら
な
い
よ
う
に
、
日
T

い
時
期
か
ら

チ
A
を
動
か
し
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
始
め
た
り
す
る
。
但
し
、
す
べ
て

医
師
の
指
示
と
連
絡
に
従
う
こ
と
が

λ
切
で
あ
る
レ

匂
そ
の
他
、
ぬ
山
山
正
の
人
は
、
本
誌
前

回
万
三

一九
七
サ
）
の

「
高
血
圧
の
予

防
一
を
よ
く
守
る
－」
と
が
大
切
で
あ

る
ω

（
民
生
課
）
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lf{:j手11420-＇・度会 計の決算状i兄は9J.j定例H!JJ援会にj提出され、妙、

重審議の結果認定されましたので、その慨要をお知らせします。

一般会’計決算：の総額は、自主入411,458千円、議，＇l'.401.642千P・J

となり、 実質収支9.816千円（単年度収支6.878千llJ) を~!ti）~~

会計応繰越しすることになりました勺

これを般入l白iで』みますと、日If]::I.'.；のみなさんカ・ら納めてL、たた

く町民税、 闘定資産税のほか、たばこ消費税、電以ヵ・ス説など

の町税は、自IJ年度よりも 14.2%伸びて 18.260-f 11-l Jfl JMしfニも
のの、地方交付組なと．の炉、イ（財源がまたまだ多L 、状態で、~，51! L-;.(I 
を弘れば~ ） ／）、るようにJ歳ノ、全体的~ G 目 1 % 、 202 . 227 「｜り となv

ています。
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日Irf.貞(j）内訳は、 ,jjtnj"fj民税臨什：＇，；減税的てん（支15.500千1-LJ、Iii'

J主主:fl投下一玄貨の'.)ff!!·1 ｛~＇.1-f所ttr'.r: （こ 3.600千／.1）、 長1;iiiil・1判事来；二
1. 700千i1l、通路改良の1.11.j:J保興寺ix＇こ7.600千jl）、などとJ°j:-_,
ています勺

・)1恥 ＇i'Ji自1では、人目：賞、）＇）：!VJ貨及ひ公演貨の点均的以質的

173.262千円と全体OJ43.7'7~ を山め、経’FもがJ経費では、物fi：貨、

~：ti；持補修’佼及びMillJ1貨可で 1 00.128千円で24.9%、また、投貨がj

持費は、 引’・1必述設事~＼校、 災’占i匁 11 11えび火業対策事;r，費で令（イ

の29.8%にた｜）、119.695「・l'Iなと となってL‘ますっ
たお、 －・ ~r;· j; .i I及lit・ゎ；1J;;.ilCl>lfal / }) I I ＃主人：.~LI'iii: 1沖在員：IりIU.

（／）とおり℃ナコ

会 ム
l
－言ロ

,_j.i j;}_ : !'-j' i 

J'fi ι｜ ｛）~ .V) 古n r;i [ 1馴 ・；1 J 》1 Ii L~~空竺 ［｜ 決算糊

一
①町 税 147. 288 ＠臨時；lh心財政支IJ允 335 1.凶陣負 j~i..念 1 ~.262 ⑪桝 ,.,, ーノ・Ji'. 2.939 

I .!HJ 存；~ 55. 182 (!)J山 )j 文 f.J＇悦 107. 127 2.国庫補助企 2~.205 ⑪J告 ii/. ノ、 2. i9君

2 . 出i~ 資 政移｛！ 58.873 ①分お！i:LZ負引I_:'u- 2~.727 3. lJ:/ Ji中タ ρfj今 1. 950 1 ~I[ r：：／合 1111徴金 !67 
. ）.土 ひ ；'.!!J fl 

3.軽自動市 説 3. 307 1.分 ~11 4今 8.882 ’ジ！県 ＿／~ ノ’，． /}. 9)2 2.:iir J官、全治j
, 
936 

4.たばこ 消 費 税 15.458 2. ~l .;11 ゴb 15.845 i.・L円:,・; 「r、・，． う？ J.085 J -！＇~！. 人． 1.095 

5.電 ;7c（カ’スぷ1 8.394 ①｛世間半・Ilえf紛糾 19. 7rJI¥ 1長 23.100 

6.木材引）＼＇.（税 261 l ＇ ｛~~ J:J 主｜ 1.7771 3. ~.＇ f ,,[ i;_ 5. 163 

7入湯税｜ 1.570 2. f ’，，＇； 本｝ 3.55&!RM  JJ( I以人 120 

8.ホ利 地主主 税 4.243 ｜①IJJ lih ..Z li'1金 45.4171①谷川会 ！日目62? .¥¢;. 人 ／、 411.458 

舗E 出 中.f_;r:：ニi"l'l

J}{ rl 決算併！ rn ｜｜ ／） ＇. ＇.時：・~·H I ｜｜ 1J ~'.ftKri ’） LI 決算．揺I

①議 i_ 二h 賀 11.452 3.災；土J：玖 L山費 日①尚 1空 4.041 3目tjr ーi三 費！ 22.978 

①総 務 費 69.300 ①術 費 15.612 ①J二 本 'nt 38.521 4. ~· I： 会教育 費 27.4)6 

I.総 務官四望者 49.951 I.保健衛生費 4.851 1 . _ i -. ,1-: 官 JiJ!賞 3.533 s. r示 健沖合f費 1.372 
2.徴 税 1費 14. 176 2.消 ~与q’ュr} 貨 10.761 2.道路J掘りょう貨 21 .653 ＠災 ＇cit ~夏川費 7.628 

3.戸賭住民~；純資 3.926 ①労 '.ililJ 費 12.555 3. ~iii J 1 I 員' 901 1.農林広泊三業純設 5.536 

4. j'E 。今言 草壁 504 1失業夕、！浪 費 11.542 4. ~j: ilJ ~ 1-JI11j波 12.288 2.公共ゴ木施設 2.092 

5.統計調 法 肪 596 2.・J'j 働j d信 費 1.013 5.む； ・’J」’ 1を 146 ＠公 債 費 29.490 

6.監査 委員賞 147 ①農林ぷA(業費 53.981 ①消 ｜；心 ’俊 10.903 ⑪話 Jζ {o: D 

①民 :'.J: 貨 61.069 1.決 J.'i 費 30.628 ⑪あ： -t:i 決 87.090 ⑭ F 主的 1望 。
1.社会福 祉資 12.620 Y，、.~・；，、 う長 費 19. 148 1.教有 総妨従 6.625 

2.児童 福祉費 48.449 3.水 t丘 ~~ 4.205 2 .1）、 {・ 校 主主 28.659 成 :, 、 401.642 

特 Jjlj d』
:z:J; 計 単位：ザ円

3芦； l~I rn I差繰 足 額引 lji 11 月足 入 員I.(
正’宅予公ー ヨ｜
設 ft.2頼

（事 業勘定 93.395 93.645 正己 250 泊外ー よli~ Ill：川本 189 147 42 
凶~、 直；診勘定 37.356 28.345 9.011 兎f 弘、 It;め， 療 j肝 1.236 I. 234 2 

f白 病 院 291. 662 320.785 ム 29,123 工 j話 誘 致 8.218 1.569 6.649 

間 易 ;j( よ国 4.237 3.748 489 

南保外二地区 用水 1 .688 l .62g 59 4 37. 98 i 451. 102 八 13. 121 
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生

保

険

料

は

前

納

を

！
割
り
引
き
で
手
続
き
も
簡
単
に
！

同
民
年
分
の
保
険
糾
を
納
め

る
に
は
、
そ
の
つ
ど
保
険
料
を

納
め
て
レ
〈
や
り
か
れ
と
、
年

単
位
で
ま
と
め
て
削
納
す
る
や

っ
か
た
の
ご
つ
の
ぶ
法
が
あ
り

ま
す
。
季
節
的
に
お
金
の
は
し
る
入
、
た
と
え

ば
農
家
の
皆
さ
ん
の
よ
－
フ
に
、
供
山
米
代

金
の
は
い
る
十
月
に
、
む
こ

3
一
年
間
の

保
険
料
を
前
納
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の

割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
し
、

一
年
一
凶
と

い
う
－」く
簡
単
な
手
続
き
で
す
み
ま
す
む

で
す
か
ら
、
加
入
期
間
が
三
十
年
あ
っ

て
も
一一一十凶
の
手
続
・
き
で
す
む
”
」
と
に
な

り
ま
す
。
樹
兜
を
し
て
い
る
み
で
も
、
らゆ

川
が
険制柿
J
V』
納
め
る
の
が
附
倒
た
と
レ
う

々
は
、
ぜ
ひ
こ
の
前
納
制
ぽ
を
利
川
し
て

く
た
さ
い
。

た
お
崎
氏
作
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
レ

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
年
金
係
へ

ご
相
談
〈
ど
さ
い
ν

（M
K
今
諌
）

愛
の
献
血
に
協
力
を

待
っ
た
な
し
の
病
気
や
交
通
事
技
に
は

ど
う
し
て
も
必
要
な
の
が
ぎ
れ
い
た
血
液

で
す
“
人
間
の
胤
械
は
、
人
閉
め’

m決
で
し
か

a
“．nHunxu 

補
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん。

こ
の
た
び
、
次
の
之
お
り
献
血
を
受
け

付
け
ま
ず
か
ら
、
①
陥
才
以
上
回
才
未
満

の
方
、
①
体
重
男
子
持
防
、
女
子
刊
旬
以

上
の
方
で
献
胞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
い

で
く
．
た
さ
い
。

採
血
入
に
医
師
が
検
診
を
し
ま
す
か
ら

決
し
て
無
理
な
採
血
を
し
ま
せ
ん
。

な
お
献
血
さ
れ
た
方
に
は
献
胤
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

喝じ
山
可

｝
、
日

－
、
川
柳

jfr 

十
月
十
八
日
（
金
）

午
前
十
時

t
午
後
問
時

朝
日
町
役
場
前

（
民
生
課
）

犬
一
頭
百
円
で

買

い

ま

す

川
川
吋
き
こ
帰
還
一
回
月
間

ζ

と
し
か
ら
新
た
に
H

野
犬
－

M
起
動

パ
問
砂
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
犬
の
一
掃
と
野
犬
牝
防
止

の
た
め
の
．
正
し
い
犬
の
飼
い
方
の
普
及
に

よ
り
、
犬
に
対
す
る
住
民
の
不
安
を
解
消

す
る
と
共
に
、
狂
犬
病
予
防
の
惟
進
を
図

る
た
め
に
設
け
h
れ
た
も
の
で
、
こ

ω起

動
の

H
的
を
述
成
す
る
た
め、

人
リ
バ
に
似

り
、
川
町
、
獣
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
次

汁

w
．会
舗
で
一
小
用
火
を
貸し
γ

上
げ
ま
ず
か
ら

こ
利
用
く
だ
さ
い
ら

ーし
－
zn
 

t
A
E
d
1
 

ー
バ
二
十
九
日
（
火
）

午
前
十
時

t
午
後
一一山

一
、
河
い
上
げ
場
所
朝

u町
役
場

野
犬
、
不
用
犬
、
小
火
事

人
小
関
係
な
く
一

蝋
に
つ

い
て
出
円
（
民
生
成
）

、・
・・

－
J
 
3食
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関
所
廃
止
百
年
記
念

｜

明
治
百
年
記
念
事
業

｜

を
数
え
、
核
問
穴
J
Z知
る
ゆ
か

り
の
人
々
も
次
々
と
絶
え
、

当
時
を
語
る
貨
市
一な
資
料
も

年
と
と
も
に
散
進
ず
る
お
そ

れ
が
多
分
に
あ
っ
ム
ー

町
文
化
財
調
必
香
員
会
は

つ
と
に
こ
の
・
』
E
Jゼ
蔵官
え
て

い
た
の
で
、
町
は
境
問
所
史

編
さ
ん
委
員
会
を
設
け
、
数

川
に
わ
た
り
関
所
の
現
泡
路

公
を
行
な
い
、
ま
た
、
山
岳

に
閉
会
、

ゆ
か
り
の
方
々
を

た
ず
ね
、

よ
献
を
あ
さ
り
、

一．一か
年
余
り
の
必

n・
を
つ
い

や
し
、
ゃ
い
に
し
て
今
け
、
仙w．多
く
の
伐

料
を
収
到
す
る
こ
と
が
で
主
た
。

本
年
、
附
所
廃
止
行
年
を
迎
え
、
さ
ら

に
ま
た
、
と
b
o
あ
た
か
も
明
治
肖
年
を
紀

〈必
ず
る
年
に
も
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し

て
ニ
れ
ら
の
資
料
を
ま
と
め
、
こ
こ
に

「
機
関
所
史
」
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

発
刊
に
際
し
、

川
議
主
前
田
候
か
ら
題

字
の
揮
唱
を
、
さ
ら
に
、
関
所
史
の
犠
威

火
山
川
柳
士
か
ら
序
文
の
執
市
を
い
た
．た
い

た
こ
と
は
課
外
の
喜
び
で
あ
る
ら

な
お
、
関
係
各
位
の
懇
切
な
ご
援
助
と

ご
協
力
と
香
員
各
位
の
労
持
に
心
か
ら
窓

謝
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
本
書
は
、
わ

が
朝
日
町
の
楓
先
が
、
歴
史
の
流
れ
の
中

で
、
さ
ら
に
新
し
い
藤
史
と
文
化
を
作
り

あ
げ
て
主
た
多
彩
な
生
活
の

一
端
を
し
の

ぶ
機
会
を
与
・え
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
、

さ
ら
に
ま
た
、
本
書
が
い
さ
さ
か
な
り
と

も
U
木
の
関
所
史
研
究
の

一
助
と
も
た
れ

Ii 
冊減

‘iも
町．勺

lX・ ’て
十－
I,.. 

:/iで

川之
、，

l'I 

発
刊
の
こ
と
ば

必
山
、
時
代
、
北
叫
町
道
M
M

大
の
総
同
所
と
い
わ
れ
た
波
’

不
知
の
埼
を
ひ
か
え
、

池

小、

・4
後
の
荷
吸
を
流
れ

る
境
川
の
西
約
二
折
、
海
と
山
の
相
せ
ま

る
と
ニ
ろ
に
縫
の
関
所
が
あ
っ
た
。

こ
こ
は
加
賀
議
の
東
の
守
り
で
、
海
と

陸
と
に
ま
た
が
る
大
規
綾
な
も
の
で
、
多

政
の
山
市
土
を
配
し
、

出
入
の
旅
人
な
ど
を

主
び
し
く
吟
味
し
、
ト
ド
わ
ゆ
る
水
も
漏
ら

さ
ぬ
黙
闘
な
備
え
で
あ
っ
た
・
』
と
が
う
か

が
わ
れ
る
ご

明
治
二
年
に
涜
問
所
か
挽
ι比
さ
れ
て
、

今
は
塊
小
中
校
・災
に
御
派
財
（
お
に
や
〉の

苑
池

（
池
）
の
一
部
と
、
御
本
山
（
お
ち

ん
や
ま
）
に
述
見
書
所
の
跡
が
、
わ
ず
か

に
灯
時
を
し
の
ば
せ
る
に
泊

g
な
い
。

宇
レ
に
し
て
附
和
問
十
年
十
月
、
官
山

県
文
化
財
史
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
た

が
、
関
所
閉
鎖
以
来
す
で
に
百
年
の
um痛

ニ
の
問
所
山r．は
限
山
印
刷
本
で
、
一

AV

臥
lk

は
ト
に
し
ま
せ
ん
が
、
特
に
ご
品
川リド

の
中
心
に
一
出
火
白
川
で

お
わ
け
し
さ
ナ

州
政
か
応
り
少
な
い
た
め
先
崎
舶
に
お
ゆ

す
り
し
ま
す
d

巾
し
込
み
先
は
教
合
会
は
一

会
下
山hm一
句
（
元
・川
警
察
署
）

（敬
一
背
番
れ
ん
七

ム⑤： 亀タぅ

卓球教室の開講
一泊婦人会一

係川中川
Hn
財
人
か
－H
川
’
京
に
し
た
朝
日
川
リ
ハ

ポ
l

ツ
教
室
卓
司
コ
1

ス
が
、
九
月
二
十

uか
ら
十
月
十
ム
ハ
日

ま
で
の
毎
週
ホ
閉

口
、
念
曜
日
の
午
後
七
時
一
二
十
分
か
ら
、

泊
小
学
校
講
立
に
お
い
て
開
講
さ
れ
て
お

り
ま
す
っ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
意
議
は
、

「
ス
ポ

ー
ツ
人
日
の
拡
允
」
と
あ
わ
せ

て
、
余
蝦
の
来
月
、

健
康
精
進
と
い
う
、

大
切
な
向
療
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
お
も

レ
ま
す
が
、
特
に
家
事
に
追
わ
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少
た
レ
な
述
鮒
人

に
と
り
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
出
会
は
大

変
有
主
義
な
も
・
の
だ
と
痛
感
し
て
い
ま

す
u二
十
U
の
開
講
式
の
あ
と
、
レ
単
球
の
腿

史
、
卓
球
の
山戸
l

山
ペ
ラ

ケ
ッ
ト
の
選
び

方
と
持
ち
店
、山
平
球
を
お
こ
な
う
と
き
の

ぃ山
gh川・
／自
に
勺
レ
て
の

A
み
そ
う
け
‘

川同
門は、

打
球
法
（
シ
J

l

卜
、
日
ン
タ）

J

の
紙
調
内
全
お
・
」
な
し
γ

ま
し
L
L

，
一戸
川
同

υ降
は
、

吋
l
プ
山
川
し
ん
、
ν
ゾ
l
ゾ

の
什
ト
ベ
ア
ソ
ト
リ
ー
ク
の
峨
得、

〆
．ソ

U
λ

め
什－
M
、
来
判
の
札
方
、
浦
河
北
A
H

ん
ど
の
指
・
4
々
受
け
、
・技
術
の
向
l
．
に
樽

之
ナ
る－
d

と
に
な
ウ
て
お
り
さ
す
ゐ’
U

山4

・
一
狭
山
・
で
打
っ
て
い
る
と
さ
は
、
ボ
山
ん司に

永
を
忘
れ
、
二
γ
代
、
一二十日
K
、
山
一
十
代

の
年
九
ー
の
必
も
ん
い
一
く
吠
・
ドし
ら
れ
た
し
同
僚
子

に
び
っ
〈
り
し
て
レ
ま
す
u

み
ん
た
が
は

つ
ら
つ
と
し
て
お
技
仇
に
厄
つ
に
よ
・ンで

ナ
ザ一
－－
ん
た
小
さ
わ
～
ドよ
か
、
と
－
ー
し
て
、

お
も
う
よ
う
に
た
ら
ん
か
か
わ
え

、

一一け
を
減
す
と
、

トλ
持
が
い
い
わ
ね
え
」
、

「
ぃ，
勺
い
ろ
た
λ

ボ
l

ソ
な
や
っ
て
み
る

と
裂
し
い
で
し
ょ
う
わ
え
・・
、

，十
供
の

相
・干
に
な
れ
る
は
ど
に
な
り
に
い
れ
・え
＼

之
の
会
話
も
は
ず
む
練
習
光
虫
で
す
む
レ

ゥ
ま
で
も
、
む
身
と
も
に
帥惜
敗
で
あ
ゐ
た

め
に
は
、
ス
ボ
l

ゾ
今
安
川
灯
す
ゐ
－
一
と
を

十~－··：~~－~脅
一 小さなI:j(を追って心もむ返ゐ 一

と
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
d

・小山川

ωみ
な
・
り
ず、

吋ハポ
l

ツ
に
脱
し

、
4

ポ
1
ゾ
ケ
』泊
し
て
・
3

・ム、

rp－平

－J

寸
‘4
d
y

－－L
f、F
品
川

し
あ
・に
そ
れ
か
川
る
しγ
家
催
中
柄
、
明

る
い
い
叫
ん
円
つ
く
り
に
ふ
紡
．
ひ
っ
く
’
」
と
か
』

問
竹
し
て
や
人
ま
せ
ん
b〈

川
婦
人
会
〉

I 朝日町全青年の祭典 ； 
I 第11回朝日町青年祭 ； 
!o体育の部 ~ 
i IOJJ27ll (U）午1iiJ3i吟305r ~ 

l自 r/I ~；： 校 －
I ソフ ii：ー／ν、バ v-；ト ρ（ブシムー） ； 
i ノ4λ ケ •J i・ :J；一山（児 ・タJ ~ 

i O文化の部 ！ 
! llJ19il（よj、1011( i I) ~ 
！ 朝 日町職 _J；会 館 ； 
i .X＇.徐j眠、 活動充夫氏 t~，宮川動民 ー
! d_.:活技術劇作展

I o青年議会 ; 
~ 11JJ10n<r1＞午後 lh.j. ! 
i 制 lI Plrぷ 会ふ場 ~ 

雪 ・・・ 一般のぶの観覧、 傍l陀合 ； 
i お待ちしています・…－－ ー

； 主催朝日町連合青年団 ； 
島川....・咽剛・・叩，．山・川...., ...’ia1u・川B川・II伽・山・川・』咽....，，.川－~



(6) 

第
二
十
三
凶
国
民
体
育
大
会
開
催
地
福

井
県
を
め
ざ
し
て
、
九
凡
十
二
日
に
昨
年

度
開
催
地
絡
玉
県
を
川
発
し
た
国
体
節
、
リ

ν

1
は
、
九
月
十
七
日
、
新
潟
県
民
終
リ

レ
l
隊
の
手
を
経
て
富
山
県
入
り
し
た
υ

新
潟
、
富
山
両
県
の
引
継
地
点
王
の
木

地
内
（
新
潟
県
）
で
、
間
県
関
係
者
や
観

衆
の
見
守
る
小
、
大
会
政
の
引
主
制
m
g式

が
行
な
わ
れ
、
午
前
十
一
時
、
域
地
一似
体

協
リ
レ

1
隊
員
一一十

一
名
に
よ
っ
て
県
内

リ
ν

l
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
朝
日
町
地
内
九

・
八
刷
、

七
区
聞
を
、
制
U
町
の
各
地
区
体
協
か
ら

巡
ば
れ
た
リ
V

1
隊
員
に
よ
っ
て
リ
レ
1

国民体育大会‘

旗リレー通過

11£1 和 43~F 1 0J110 日
月 刊（毎月10日発行）ひさあ

Tこ！H し
。国

道 ra
赤道
JI lの
橋苦手；
上迎
でを
入受
善け
町な
へ が

ヨ｜ら
き
技 1E
し午

ム
写
真
V

小
山
上

l
新
潟
県
代
淡
か
ら
市
山
県
仇
浪

奥
田
県
体
協
周
期
・
口
氏
の
干
に
引
き

継
が
れ
る
火
会
放

ぷ
l
宮
崎

t
元
民
豹
聞
を
走
ゐ
リ
ν

l

防
車

福
井
国
体
出
場
者

朝
日
町
関
係
d

V
陸
上
競
技

監
督
清
水
海
範
（
一
一
一
浦
町
）

選

手

仇

m
貞
（
此
川
）

ヴ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l

h
N

拡

川

γ

以
義
ぷ
（
川
寸
州
V

道
用
利
弘
（
桜
町
）

伊
東
次
代
た
（
川
仰
向
次
町
）

谷
け
い
子
（
内
町
）

年
川
知
子
（
泊
．
1
1
d

M
－
川
川
ぷ
（
（
道
下
ぜ

’賢

こ1

チ

返：

’
r
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償
山
久
史
子
（
東
下
町
）

倒
木
明
子
（
上
町
〉

〉
ツ
グ
ピ

l

．ノ
iN ,:, ，.~ 
タ

〆 －f'
ン
グ 1-j1

守主

み
州
（
符
附
）

. [; 

十
竹
は
良
似
（
片
山
）

戸
朝
い
町
体
育
協
会
〉

郵

便

局

だ

よ

り

一

住
み
よ
い
郷
土
を

つ

く

る

郵

便

貯

金

明
治
λ
年
に
郵
便
貯
金
の
取
扱
い
を
始

め
て
か
ら
九
十
五
年
、
部
使
貯
金
現
在
高

い
ト
平
年
木
で
凶
兆
円
、
九
七
六
龍
円
の
一
日

績
に
な
っ
て
レ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
大

江
な
郵
便
貯
念
の
資
金
運
用
方
法
が
ど
の

J
う
に
な
さ
れ
て
レ
る
か
と
い
う
こ
と
は

本
外
知
f

り
れ
て
い
ま
せ
ん
。

必
便
貯
金
に
民
け
ら
れ
た
お
金
は
郵
政

省
で
と
り
ま
と
め
、
大
蔵
省
資
金
逆
用
却

に日間
・4
さ
れ
、
朝
刊
町
役
喝
を
泊
じ
て
宇

舵
や
州
院
、
公
営
住
五
、
道
持
、
決
策
改

良
、
沢
内
税
引
咋
の
炎
治
と
し
て
火
笈
役

立
っ
て
レ
ま
す
ν

州
便
局
で
は
、
こ
う
し
た
郵
使
貯
去
の

効
用
そ
ひ
ろ
く
山
内
さ
ん
に
河

imし
て
レ
た

仁
会
、
今
後
一
日
胞
の
協
力
を
動
う
た
め

に
、
全
出
的
に
十
ハ
小
ψ
二
ー
住
み
よ
し
γ

部

上
を
つ
〈
る
が
使
貯
金
奨
励
運
動
・一
期
間

と
し
て
実
比
す
る
・
』
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
向
命
運
用
部
か
ら
制
打
刊
に
尚
一
泊
さ
れ

た
納
付
次
の
と
お
り
で
ナ
レ

町
，
日
．
ノ
l

心
遣
役
事
業

h

’J

d
t

t

・

，、

一、

万
四
）
、
泊
東
部
保
育
所
建
築
事
栄

（
｝一
一一

O
万
円
）
、
泊
病
院
医
療
機
械

整
備
事
業
（
二
、

0
0
0万
円
）

、
一川

病
院
精
改
柏
炉
事
然
（
一

O
、
五

O
O万

円
〉
、
肝
中
保
育
所
新
築
事
業
（
一一一六

O

万
円
て
そ
の
他
三
八
件
〈
凶

O
一一
、
況

’U
六
千
円
）

（仙
郎
似
品）

： 簡家 ；
， 日 γ

タワJ JE! 

，仇：り
険 f
で l孟l
笠，
J.§ ' 

伸り ；
t;ト tこ 』

t よゆ ; 
I L、く曇｜；

： 郷 1!J! ’
；土 P'i', 
j 金 i

下川
今
月
の
税
金
は

町
県
民
税
＝
一
期

保

険

税

三

期会
で
す

。
＋
月
十
七
日
は

「
貯
蓄
の
日
」

。
堅
実
な
消
費
で
安
定
し
た
生
活
を
き
ず

き
ま
し
ょ
う

%~ 

(6) ~ :l 
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山手Ii43 4二10月 I0 U 
月 刊（毎月10日発行）

来

年

の

水
稲
作
は
今
か
ら

ひ

本
年
は
、
剛
山
家
の
皆
さ
ん

ω勿
刈
と
技

術
の
進
か
で
、
昨
年
に
一
引
き
い
川
b
n－
木
県
作

と
な
り
ま
し
た
が
、
食
欄
引
情
の
川
町
．
恥

で
、
制
作
り
も
、
増
収
一
ー
米
の
考
え
み
か

ら
う
ま
い
米
作
り
へ
と
一
段
と
深
〈
考
え

て
行
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

う
ま
い
米
作
り
は
、
や
は
り
析
の

Jq育

相
、
即
ち
、
袋
に
無
理
の
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
倒
伏
し
た
稲
で
は
う
ま
い
米
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
労
力
的
に
み
て
も
大
変

で
す
。
こ
と
し
の
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
越
路

平
生
等
は
、
台
風
十
円
ゲ
の
影
響
も
・
め
っ
て

相
当
倒
伏
し
た
稲
も
あ
り
ま
す
。

さあ（昭和3別月8LI 
第3種郵便物認可）第178せ

今
か
ら
施
肥
計
画
を

施
肥
計
聞
に
は
、
地
力
を
卜
分
つ
け
て

そ
の
上
で
立
て
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ι

倒
伏
し
た
稲
で
収
盤
が
少
な
レ
の
は
地

力
差
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

病
虫
容
に
つ
い
て
み
て
も
．
地
力
法
で

そ
の
護
が
出
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
は
、

ゴ
マ
ハ
枯
病
の
発
病
率
が
県
下
各
地
と
も

大
変
多
く
、
ゴ
マ
ハ
枯
病
は
社
殿
分
の
扱

収
と
相
関
関
係
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
桂
駿

右
灰
の
秋
施
用
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。
施

肥
計
画
が
で
き
た
ら
、
早
自
に
肥
料
の
申

(7) 

し
い
込
み
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
心

品
種
の
選
択
と
種
子
更
新

悲
し
r
米
は
買
い
上
げ
さ
れ
な
い
と
い

5

こ
と
が
よ
く
新
聞
に
出
ま
す
が
、
米
質
は

品
種
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。
上
位
等

級
に
入
ら
な
い
よ
う
な
品
種
の
米
は
作
ら

な
い
こ
と
で
す
。
本
年
か
ら
早
場
米
の
奨

励
金
が
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
、
労
力
出

か
ら
考
え
て
も
早
中
晩
の
比
率
を
改
め
て

く
だ
さ
い
。
晩
生
種
で
日
本
晴
の
品
種
は

米
質
も
良
く
多
収
性
も
あ
り
ま
す
。

な
お
種
子
児
新
も
必
要
で
す
。
特
に
富

山
平
生
、
と
み
さ
か
え
等
は
白
門
家
派
組
を

す
る
と
、
混
雑
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
品
種
に
つ
い
て
も
で
き
れ

ば
例
年
更
新
さ
れ
る
こ
と
が
世
ま
し
い
の

で
す
Q除

ー尚
一「

毎
年
新
し
い
除
原
剤
一
か
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
長
業
試
験
場
で
試
験
さ
れ
た
も

の
で
、
ヒ

エ
の
防
除
に
つ
い
て
石
灰
N
一

O
G
当
り
一
袋

t
一
袋
半
で
十
月
十
日
頃

ま
で
に
散
布
し
発
芽
さ
せ
て
防
除
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

菊
の
除
草
剤

ゲ
サ
フ
ロ
ッ
ク
出
る

ゲ
サ
フ
ロ
ッ
ク
は
菊
科
楠
物
な
ら
菊
以

外
で
も
効
果
が
高
い
の
で
す
b

定
拍
し
て

活
着
し
た
ら
一

O
G当
り
一
五

O
夕
、
水

七

O
t
一
0
04
に
し
て
散
布
し
て
雑
草

を
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
殺
業
は
開
発
さ
れ
た
民
集

や
機
材
を
早
く
使
い
』
」
な
ナ
こ
と
こ
そ
大

切
で
す
。
宝
ね
ぎ
の
苗
の
準
備

玉
ね
ぎ
ほ
こ
れ
か
ら
植
付
付
さ
れ
る
翫

淀
で
す
む

植
え
る
場
所
は
北
風
の
当
た
ら
な
い

u

当
た
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
し
一
昨
で
二

五
匂
も
収
量
が
あ
り
・
烹
す
。
首
は
約
百
本

必
要
で
す
ω

良
苗
と
し
て
は
一

本
の
長
さ

が
三
、
ム
ハ
タ
こ
匁
）
、

長

さ
三

O
癌

（一

尺〉

、
大
さ
三
伺
位
が
坦
想
で
す
し

糊
付
け
は
十

一
月
上
旬
ま
で
が
良
い
で
し

ト
」
民
《
ノ
。

出
、
制
凡
中
自
の
県
川
先

富
山
市
新
総
曲
輸
両
山
県
什
内

前
山
県
消
防
課

五
、
融
合
一
自
の
受
付
、
締
切

u

十
月

一
M
l
十
片
十
．K
M

六
、
受
験
資
格

人ハカ
川
以
上
危
険
物
（
第
山
知
〉

め
取

奴
ト
ド
の
実
務
経
験
を
有
す
る
省

ャ
、
願
書
に
写
真
、
手
数
料
を
ば
え
て
く

た
さ
い
υ

願
書
用
紙
は
梢
防
署
に
あ
り
ま
す
ω

な
お
詳
細
は
消
防
署
へ
問
レ
什
わ
せ
く

た
さ
い
。

（
入
替
農
業
改
良
苛
及
所
朝
日
ト
ス
所
）

一
消
防
署
だ
よ
り
一

ガ
ス
、
灯
油
類
の
保
有

に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

て
試
験
の
種
類

中
種
及
び
乙
楠
ヘ
ト
掛

二
、
試
験
日
時

附
和
四
十
三
年
十
一
月
十
U
ハ日
〉

一
二
、
試
験
場
所

福
山
、
高
附
、

J,iiJ r岨2m・以上の虫地
のある場所・で［!J＇「読する

他人の敷地 J}.道路

からも 2m 以上

一般的な貯蹴A 

社
会
の
地
阪
と
と
も
に
家
庇
ル
ler
い
も
位

、か
さ
れ
、
プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
、
灯
油
な
と
山

高
要
が
急
激
に
増
大
し
て
い
ま
す
ω

こ
の
ガ
ス
、
油
類
は
、
使
利
で
あ
るい以

討
、
一

u一火
災
が
お
こ
っ
た
場
合
、
急
速

に
延
焼
拡
大
し
て
人
命
を
失
う
事
例
も
多
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判
内
計
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4
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一
電
話
局
だ
よ
り
一

次
の
場
所
に
ポ
ツ
ク
メ
公
衆
電
話
を
と

り
つ
け
ま
し
た
。
大
i
に
ご
利
用
く
ど
さ

、
。
、LV
り
平
柳
阿
川
タ
イ
マ
店
前

心
清
水
町
下
沢
ぶ
材
陣
似

（樹
U
電
線
電
話
局
）

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
朝
日
町
火
災
子

防
条
例
で
、
こ
れ
ら
の
設
置
の
場
所
や
数

量
の
制
限
を
し
て
い
ま
す
。

一
、
灯
油
類

灯
油
は
指
店
数
民
（
五

0
0
4〉
以

上
は
保
有
で
き
ま
せ
ん
。

但
し
、
一

〔ソ

υ
4
以
上
五

0
0
4水

満
の
も
の
は
、
別
国
の
方
法
で
貯
蔵
し

消
防
署
長
に
脳
出
し
た
も
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差
支
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あ
り
ま
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一
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必
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は
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り
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ん
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一
行
政
相
談
案
内

十
月
十
四

H
か
ら
十
月
二
十
円
ま
で
、

ん
じ
国
一
斉
に
行
政
相
談
週
間
が
興
施
さ
れ

ま
す
が
、

朝
日
町
で
は
、
次
の
と
お
り
巡

川
行
政
相
続
所
と
定
例
行
政
相
識
所
在
関

誌
し
ま
す
。

こ
の
引
政
相
談
は
、
悶
や
県
、
市
町
村

の
仕
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
鉄
、
屯
々

公
社、

専
売
公
社
、
公
聞
、
公
庫
、
小
学
系

凶
の
よ
う
に
、
同
か
ら
特
別
の
監
拙
闘
を
う

け
て
い
る
法
人
の
仕
事
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
な
行
政
に
対
す
る
問
題
に
つ
い
て
柑
放

を
う
け
て
い
ま
ナ
。

こ
れ
ら
の
事
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
小
さ

た
間
閣
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
か
ら
封
軽

に
ご
相
談
く
七
ざ
い
っ

問
題
は
純
情
に
取

り
扱
い
ま
す
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